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※令和７年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。
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4,350,000

執行体制

項 目

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

本事業の
主な業務

周知ＰＲ

実行委員の募集

実行委員会の運営

二十歳を祝う会式典の実施

作成日

細事業名

事
業
費 地方債

年度別計画

4,194,000 4,339,000

0

決算額

国支出金

4,625,000

3,798,085

0

3,427,942

0

単位：円

4,625,000

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

8,543,155 7,798,808

5,115,213 4,165,286

0.65

事務事業評価表
１．基本事項

0.52 0.78

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

二十歳を祝う会開催事業

　二十歳という人生の節目に、改めて責任ある大人としての自覚を促し、変化の激しい時代を主体的に生き抜こうと
する新成人を祝い励ますことを目的とする。

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

　二十歳になる者で構成される実行委員会が式の企画・準備・運営を行う。当日は、式典の司会進行や二十歳代表の
決意表明、実行委員会が企画・準備したアトラクションを行っている。

成果
※何を求めるか

　式を通して、成人としての責任や自覚を養うこと。また、選挙やボランティア活動などへの社会参加の意識が芽生
えることを求める。

中項目 1 健やかに成長できるまちづくり

0

事務事業

3

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

0

0 0 0 0

4,193,000

0 0 0

3,839,356

区分

大項目

小項目

1

　二十歳を祝う会は成人の日の前日である日曜日の午後から、深谷市総合体育館を会場として開催している。市内対
象者の中から二十歳を祝う会実行委員を委嘱し、実行委員会を組織している。式辞や二十歳代表の言葉からなる式典
の部と、実行委員会が企画する歓談の部の２部構成で実施している。

県支出金 0 0 0 0 0

社会教育総務費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

社会教育費

　平成１５年４月２日から平成１６年４月１日に生まれた方のうち、市に住所を有する方及び市を転出された方で出
席を希望される方。

0

8,840,842 10,174,348

5,001,486 5,549,348

0.59 0.63

3,633,522

0

3,633,522

令和5年度 令和6年度

10,211,433

6,413,348

令和08年06月05日(金)

令和9年度

深谷市二十歳を祝う会開催要項

■ □

3,798,085 3,839,356

こども青少年課 担当係 こども青少年政策係 管理番号 30133二十歳を祝う会開催事業

健康でいきいきと暮らせるまち

青少年の健全育成の推進

令和7年度

教育費

3,427,942

式典の開催
実行委員会の運営

担当課

令和4年度

前年度決算額（円）

一般会計



目標値の算定根拠/実績値の出所
成果指標２

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移
二十歳を祝う会の開催にあたり、対象者すべてに案内状を送付し、周知を
図ることができた。また、実行委員会を開催し、アトラクションの企画、
事前の準備や当日の運営など円滑に実施することができた。

指標名

実行委員数

実行委員会開催数

目標値

実績値

二十歳を祝う会参加率

成人としての自覚を持った人
の割合

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

評価評価の観点区分

78.30 76.3077.20

5.00 5.00

79.30 79.30

回

目標値

実績値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標２

活動指標３

単
位

人

３．評価指標

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

毎年人口の増減が有るため目標値の設定は行わない。

区分

二十歳を祝う会対象者数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

成果指標１

81.00 87.50 84.00

実績値の算出式

54.80

実績値

6.00 6.00 6.00 6.00

目標値

5.00

54.80

79.30

平成２５年度から２９年度までの平均参加率を基準とし設定した。　/　参加者／対象者

実績値の算出式

8.00 16.00 6.00

79.60

5.00

％

％

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

令和
9年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

評価者 こども青少年政策係長　飯村　啓史

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

実行委員募集案内及び案内状の作成を民間委託し、事務の効率化を図るこ
とができた。また、実行委員の応募や市外在住者の参加申込を電子申請で
受け付け、利便性の向上を図ることができた。

A

A

参加率は前年から微減となったが、例年と同等の水準を維持することがで
きた。８割を超える割合が成人としての自覚が高まったと回答しており改
めて大人としての自覚を促す機会とすることができた。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 こども青少年政策係長　飯村　啓史

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

54.80

79.30 79.30

平成２９年度の成果を基準に設定　/　会議を実施した回数

5.00 5.00

5.00 5.00

79.30

　

54.80 54.80

83.80

令和
7年度

令和
8年度

1,389.00

6.00

54.80

6.00

平成２９年度の成果を基準に設定　/　意識の高まった等の数／回答者数

5.00

人

1,369.00

平成２９年度の成果を基準に設定

5.00 5.00

1,403.00 1,395.00


